
○
文
教
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
四
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

１１

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

衆

六
三
、
二
、
二

六
三
、
五
、
一
一
　
六
三
、
五
、
一
七

可
　
　
決

　
六
三
、
五
、
一
八

可
　
　
決

六
三
、
四
、
一
四
　
六
三
、
四
、
二
〇

修
　
　
正

　
六
三
、
四
、
二
六

修
　
　
正

　
　
　
　
　
六
三
、
四
、
一
四

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
一

参
本
会
議
趣
旨
説
明

12

義
務
教
育
諸
学
校
施
設
費
国
庫
負
担
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

"

二
、
二

二
、
二

（
予
）
　
　
　
四
、
二
一

可
　
　
決

　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

二
、
三
　
　
　
四
、
一
五

修
　
　
正

　
　
　
四
、
一
五

修
　
　
正

38

教
育
公
務
員
特
例
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

二
、
一
九

五
、
一
一　
　
　
五
、
二
四

可
　
　
決

　
　
五
、
二
五

可
　
　
決

四
、
一
九　
　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
八

可
　
　
決

　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
九

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
一

参
本
会
議
趣
旨
説
明

74

昭
和
六
十
二
年
度
に
お
け
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済

組
合
法
の
年
金
の
額
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
二
五

三
、
二
五

（
予
）
　
　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

三
、
二
五　
　
　
四
、
二
二

修
　
　
正

　
　
　
四
、
二
六

修
　
　
正



本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

109
国
会
１

学
校
教
育
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

久
保
　
亘
君

外
　
　
一
　
　
名

　
（
六
二
、
七
、
三
〇
）

六
二
、
七
、
三
〇　

継
　
続
　
審
　
査

109
国
会
２

女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助

教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

山
本
正
和
君

外
　
　
一
　
　
名

　
　
　
（
七
、
三
〇
）

七
、
三
〇　
　
継
　
続
　
審
　
査

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
一
号
）

要
旨　

本
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
の
連
携
・
協
力
の
下
に
総
合
研
究
大

　
学
院
大
学
を
新
設
す
る
こ
と
。

二
、
三
重
大
学
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
。

三
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
業
短
期
大
学
部
を
同
大
学
工
芸
学
部
の

　
拡
充
等
に
伴
い
廃
止
す
る
こ
と
。

四
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
を
改
め
る
こ
と
。

五
、
昭
和
四
十
八
年
度
以
後
に
設
置
さ
れ
た
国
立
医
科
大
学
等
に
係

　
る
昭
和
六
十
三
年
度
の
職
員
の
定
員
を
一
万
九
千
八
百
七
十
二
人

　
　
（
三
十
五
人
増
）
に
改
め
る
こ
と
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
に
つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ

た
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
国
立



大
学
共
同
利
用
機
関
の
連
携
・
協
力
に
基
づ
く
総
合
研
究
大
学
院
大

学
の
新
設
、
三
重
大
学
の
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
併
設
、
京
都
工

芸
繊
維
大
学
の
工
業
短
期
大
学
部
の
廃
止
の
ほ
か
、
昭
和
六
十
五
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
新
テ
ス
ト
」
の
実
施
に
対
応
す
る
た
め
の

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
の
改
正
、
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
八

年
度
以
後
に
設
置
さ
れ
た
国
立
医
科
大
学
等
の
職
員
の
定
員
を
改
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
に
つ
い
て
の
修
正
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
設
置
目
的
、
そ
の
進
め
方
と
運
営
の

あ
り
方
、
共
通
一
次
試
験
の
評
価
と
「
新
テ
ス
ト
」
の
意
義
、
「
新

テ
ス
ト
」
へ
の
私
立
大
学
の
参
加
見
込
み
と
実
施
時
期
、
各
大
学
の

二
次
試
験
の
内
容
充
実
、
そ
の
他
入
学
者
選
抜
制
度
の
将
来
の
あ
り

方
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
行
う
情
報
提
供
事
業
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に

よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
終
局
を
決
定
し
、
次
い
で
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日

本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
粕
谷
委
員
よ
り
反
対
の
討
論
が
、

自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
林
委
員
よ
り
賛
成
の
討
論
が
、
日
本
共
産

党
を
代
表
し
て
、
佐
藤
委
員
よ
り
反
対
の
討
論
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
既
設
大
学
院
の
充
実
等
四
項
目
か
ら
な
る
附
帯
決
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
次
に
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
お
け
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

法
の
年
金
の
額
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
は
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
が
支
給
す
る
退
職
共
済
年

金
等
の
額
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
及
び
国
民
年
金
の
改
定
措
置
に
な

ら
い
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
分
か
ら
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
施
行
期
日
に
つ
い
て
修
正
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
期
経
理
・
短
期
経
理
の
状
況
と
見

通
し
、
公
的
年
金
一
元
化
の
す
す
め
方
、
福
祉
事
業
の
現
状
と
あ
り

方
、
そ
の
他
私
学
を
め
ぐ
る
諸
般
の
問
題
に
つ
い
て
、
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。



以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

義
務
教
育
諸
学
校
施
設
費
国
庫
負
担
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
（
閣
法
第
一
二
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
児
童
生
徒
急
増
市
町
村
が
設
置
す
る
小
中
学
校
校

　
舎
の
新
増
築
に
要
す
る
経
費
に
係
る
国
の
負
担
割
合
を
三
分
の

　
二
（
政
令
で
定
め
る
市
町
村
の
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
七
分
の

　
四
）
に
引
き
上
げ
る
措
置
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
昭
和
六
十
七
年
度

　
ま
で
継
続
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
昭
和
六
十
三
年

　
度
に
あ
つ
て
は
、
国
の
補
助
金
等
の
臨
時
特
例
措
置
の
期
間
で
あ
る

　
こ
と
か
ら
、
そ
の
負
担
割
合
を
十
分
の
五
・
五
と
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
新
東
京
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特

　
別
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
の

　
整
備
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改
め
る
修

　
正
が
行
わ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
児
童
生
徒
が
急
増
し
て
い
る
地
域
に
あ
る
公
立
の

小
中
学
校
の
施
設
の
整
備
を
引
き
続
き
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

学
校
の
校
舎
の
新
増
築
に
要
す
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
措
置
を
昭

和
六
十
七
年
度
ま
で
継
続
す
る
ほ
か
、
関
連
法
律
の
規
定
の
整
備
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
施
行
期
日
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
急
増
市
町
村
の
今
後
の
推

移
と
そ
の
対
応
策
、
学
校
規
模
の
適
正
化
、
不
足
教
室
の
解
消
等
施

設
整
備
の
方
針
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
対
策
、
養
護
学
校
等
の
施
設

整
備
と
高
等
部
設
置
の
促
進
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
終
局
の
後
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
佐
藤
委
員
よ
り
昭
和

六
十
三
年
度
分
及
び
政
令
で
定
め
る
市
町
村
に
係
る
国
の
負
担
率
の

引
き
下
げ
措
置
を
撤
廃
す
る
た
め
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
本
修
正
案
に
対
し
て
内
閣
の
意
見
を
徴
し
、
反
対
で
あ

る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を



も
っ
て
否
決
、
原
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
、
よ
っ
て
本
法
律

案
は
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
右
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
公
務
員
特
例
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
八
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
教
員
の
資

　
質
能
力
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
初
任
者
研
修
制
度
を
創
設
し

　
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
初
任
者
研
修
制
度
の
内
容
等

　
　
１
　
任
命
権
者
は
、
国
・
公
立
の
小
・
中
・
高
・
盲
・
聾
・
養
護

　
　
　
学
校
及
び
幼
稚
園
の
教
諭
、
助
教
諭
及
び
講
師
に
対
し
、
採
用

　
　
　
後
一
年
間
の
初
任
者
研
修
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

　
　
　
と
す
る
こ
と
。

　
　
２
　
任
命
権
者
が
定
め
る
初
任
者
研
修
の
計
画
は
、
教
職
経
験
に

　
　
　
応
じ
て
実
施
す
る
体
系
的
な
研
修
の
一
環
と
し
て
樹
立
さ
れ
な

　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　
３
　
任
命
権
者
（
県
費
負
担
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
服
務
監
督
権

　
　
者
で
あ
る
市
町
村
教
育
委
員
会
）
は
、
初
任
者
が
所
属
す
る
学

　
　
校
の
教
頭
、
教
諭
ま
た
は
講
師
の
う
ち
か
ら
指
導
教
員
を
命
じ

　
　
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
４
　
指
導
教
員
は
、
初
任
者
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
を
行
う
も

　
　
の
と
す
る
こ
と
。

二
、
初
任
者
研
修
制
度
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
措
置

　
１
　
初
任
者
研
修
の
実
施
に
伴
い
、
市
町
村
立
の
小
・
中
学
校
等

　
　
に
非
常
勤
講
師
を
勤
務
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
市
町
村
教

　
　
育
委
員
会
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、
非
常
勤
講
師

　
　
の
派
遣
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
派
遣
さ
れ
た
非
常
勤
講
師
は
、
市
町
村
の
職
員
の
身
分
を
あ

　
　
わ
せ
有
す
る
も
の
と
し
、
市
町
村
教
育
委
員
会
が
、
そ
の
服
務

　
　
を
監
督
す
る
こ
と
。

　
３
　
非
常
勤
講
師
の
報
酬
等
は
、
派
遣
を
し
た
都
道
府
県
の
負
担

　
　
と
す
る
こ
と
。

三
、
条
件
附
採
用
期
間
の
延
長

　
　
初
任
者
研
修
の
実
施
等
に
伴
い
、
国
・
公
立
の
小
・
中
・
高
・

　
盲
・
聾
・
養
護
学
校
及
び
幼
稚
園
の
教
諭
、
助
教
諭
及
び
講
師
の

　
条
件
附
採
用
期
間
を
六
ヵ
月
か
ら
一
年
に
延
長
す
る
こ
と
。

四
、
初
任
者
研
修
の
制
度
化
に
つ
い
て
の
経
過
的
な
措
置



１
　
幼
稚
園
及
び
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
幼
稚
部
の
教
諭
、
助
教

　
諭
及
び
講
師
に
対
し
て
は
、
当
分
の
間
、
初
任
者
研
修
を
実
施

　
し
な
い
こ
と
と
し
、
任
命
権
者
（
市
町
村
立
の
幼
稚
園
に
あ
つ

　
て
は
都
道
府
県
教
育
委
員
会
）
は
、
初
任
者
研
修
と
は
異
な
る

　
研
修
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
行
う
幼

　
稚
園
等
の
教
諭
等
に
対
す
る
前
記
１
の
研
修
に
協
力
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
　
前
記
１
の
幼
稚
園
等
を
除
く
学
校
の
教
諭
等
に
対
す
る
初
任

　
者
研
修
に
つ
い
て
は
、
教
諭
等
の
採
用
者
数
の
推
移
そ
の
他
の

　
事
情
を
考
慮
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和
六
十

　
四
年
度
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
、
六
十
七
年
度
ま
で
に
す
べ
て

　
の
校
種
で
実
施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
　
前
記
１
及
び
３
に
よ
り
、
初
任
者
研
修
の
対
象
と
な
ら
な
い

　
学
校
の
教
諭
等
の
条
件
附
採
用
期
間
は
、
従
前
の
と
お
り
六
ヵ

　
月
と
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
文
教
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
教
員
の
資

質
能
力
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、
初
任
者
研
修
制
度
を
創
設
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
国

立
及
び
公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
盲
学
校
、
聾
学
校
、

養
護
学
校
及
び
幼
稚
園
の
教
員
に
対
し
、
採
用
後
一
年
間
、
指
導
教

員
に
よ
る
指
導
・
助
言
を
中
心
と
し
た
初
任
者
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
、
第
二
に
、
初
任
者
研
修
制
度
の
対
象
と
な
る
教
員
の
条
件
附
採

用
期
間
を
現
行
の
六
月
か
ら
一
年
に
延
長
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
幼
稚
園
の
教
員
に
対
し
て
は
、
当
分
の
間
、
初
任
者
研
修

と
は
異
な
る
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
学
校
の
教

員
に
対
し
て
は
、
昭
和
六
十
四
年
度
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
、
六
十

七
年
度
に
は
す
べ
て
の
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
出
席
を
も
求
め
、

熱
心
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
質
疑
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
初
任
者
研
修
制
度
創
設
の
意
義
、
指
導
教
員
の
選
任
等
制
度

運
用
の
方
針
、
条
件
附
採
用
期
間
延
長
の
与
え
る
影
響
と
そ
の
是
非
、

そ
の
他
、
教
員
の
養
成
、
採
用
、
研
修
等
の
諸
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
考
人
の
意
見
も
聴
取
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。



　
次
い
で
、
質
疑
終
局
を
決
し
た
後
、
高
木
委
員
よ
り
、
教
員
の
条

件
附
採
用
期
間
を
現
行
ど
お
り
六
月
と
す
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
こ
れ
に
対
し
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
討
論
に
入
り
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て

安
永
委
員
か
ら
、
修
正
案
に
賛
成
、
原
案
に
反
対
、
自
由
民
主
党
を

代
表
し
て
林
委
員
か
ら
、
修
正
案
に
反
対
、
原
案
に
賛
成
、
日
本
共

産
党
を
代
表
し
て
佐
藤
委
員
か
ら
、
修
正
案
、
原
案
と
も
に
反
対
の

討
論
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
高
木
委
員
提
出
の
修
正
案
は
、
賛
成
少

数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
、
原
案
が
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
五
項
目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
に
お
け
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
の
年
金
の

額
の
改
定
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
七
四
号
）

要
旨

本
法
律
案
は
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金
の
額

に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
及
び
国
民
年
金
の
改
定
措
置
に
な
ら
い
、
昭

和
六
十
三
年
四
月
分
か
ら
平
均
〇
・
一
％
の
引
き
上
げ
措
置
を
講
じ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
に
つ
い
て
修
正
が
行
わ
れ

た
。

委
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